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抄　　録

非 観 血 的 ヘ モ グ ロ ビ ン 測 定 装 置Pronto-7（マ シ モ 社）を 用 い て

HemoCueHb201+（ヘモキュー ,アムコ社）との採血可否一致率を検討した。

対象は平成23年10月に東京都センター駒込出張所の移動献血会場に来場し

た女性献血者405名で，採血前検査の直前にPronto-7によるHb値を測定した。

対象者の平均Hb値はPronto-7で12.3±1.2g/dL，ヘモキューで12.8±1.0 

g/dL，相関係数はR＝0.53であった。これらをPronto-7のHb値で10g/dL

未満，10 ～ 12g/dL未満，12 ～ 14g/dL未満，14g/dL以上の４群に分けると，

各群はそれぞれ10人，137人，227人，31人で，ヘモキューによるHb値

12g/dLを採血可否の基準とすると，採血可否一致人数はそれぞれ６人，43人，

208人，29人で全体の採血可否一致率は70.6％であった。これらの結果を，

過去に当施設で行った非観血的ヘモグロビン測定装置Astrim SU（シスメッ

クス社）による同様の検討と比較したところ，採血可否一致率に有意差はな

く，Pronto-7を現行の採血前検査装置に変わるものとして使用することは，

Astrim SUと同様に難しいと判断された。
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【背　　景】

現在，わが国で使用が認可されている非観血的

ヘモグロビン測定装置は，マシモ社のPronto-7

とシスメックス社のAstrim（SU，FIT）である。

東京都センターでは平成23年４月にAstrim SU

とHemoCueHb201+（ヘモキュー，アムコ社）によ

る採血可否一致率を検討した。今回，Pronto-7

を試用する機会を得たので，操作性を含めて

Astrim SUとの比較を行った。

【対象と方法】

Pronto-7は多波長の発光ダイオードからなる

センサーを手指に装着し，爪床部でヘモグロビン

値（以後，P7Hb）を測定する2)。測定には約40秒

を要する。

対象は平成23年10月に東京都センター駒込出
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張所の移動献血会場10カ所に来場した女性献血

者405名である。P7Hbの測定は採血前検査直前

にマシモ社職員と看護師で行った。測定手指はセ

ンサーのサイズに合う第３または第４指とし，手

指は測定前にカイロで温めた。また，測定は遮光

性のビニール袋に手を入れて行った。測定結果は

ヘモキューによるHb値（以後，HqHb）と比較し，

P7HbとHqHbの相関，採血可否の一致率を検討

した。また，これらの結果は，同年に東京都セン

ターでAstrim SUを用いて行った女性献血者361

名の同様の検討1)と比較した。採血可否一致率の

有意差検定はχ2検定で行った。

【結　　果】

図１AにP7HbとHqHbの散布図を示した。相

関係数はR＝0.53で，P7Hb，HqHbの平均値は

それぞれ12.3±1.2g/dL，12.8±1.0g/dLであった。

図１BにAstrim SUの結果を引用した1)。

Pronto-7の採血可否一致率をP7Hb 10未満，

10 ～ 12未満，12 ～ 14未満，14以上の４群に分

けて検討すると，各群はそれぞれ10人，137人，

227人，31人であった。HqHb12g/dLを採血可否

の基準とすると，各群の採血可否一致人数は６人，

43人，208人，29人の計286人で，採血可否一致

率はそれぞれ60％，31.4％，91.6％，93.5％，全

体の採血可否一致率は70.6％であった（表１）。

Astrim SUの検討では，AsHb10未満，10 ～ 12

未満，12 ～ 14未満，14以上の人数は，それぞれ

10人，80人，192人，79人の計270人で，採血

可否一致率はそれぞれ70％，37.5％，81.8％，

96.2 ％， 全 体 の 採 血 可 否 一 致 率 は74.8 ％ と，

Pronto-7との間に有意差（p＝1.469）はなかった

（表２）。

【考　　察】

Pronto-7は本体が約300gと軽量で，8,000件の

データを装置内に保存できるためパソコンに接続

する必要がなく，マイクロSDでデータを取り出

すことができデータ管理が容易であった。測定に

はマニキア，つけ爪の影響を受け，遮光のために

手を黒いビニール袋を入れるなど独自の配慮が必

要であった。また，手指の皮膚温が低い場合には，

Astrim SUと同様に測定エラーとなり，冬季に来

場する献血者や戸外での使用には保温が必要であ

図１　非観血的Hb測定装置とヘモキュ－のHb値散布図
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文献１より引用
相関係数
平均Hb値

R＝0.53
P7Hb 12.3±1.2g/dL
HqHb 12.8±1.0g/dL

相関係数
平均Hb値

R＝0.51
AsHb 12.9±1.4g/dL
HqHb 12.7±1.0g/dL
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る。Pronto-7で使用する発光ダイオードセンサ

ーは1,000回の測定で使用できなくなり，指の太

さによって複数のセンサーを準備する必要がある

など，Astrim SUよりも経費がかかると推測され

た。

今回の検討はAstrim SUとの比較を考慮して

女性のみを対象としたが，P7HbとHqHbの相関は，

AsHbとHqHbの相関と同様にHqHb低値例でやや

高値に，HqHb高値例でやや低値となった（図１）。

これはAstrim SUでは本田，河野，木村らの報

告 で も 見 ら れ た 傾 向 で あ る 1), 3), 4）。 今 回，

Pronto-7でも同様の傾向が見られたが，マシモ

社が提供する資料5)ではこのような傾向は見られ

ず，今後の情報収集が必要である。

今回の検討では，Pronto-7とAstrim SUの採

血可否一致率に有意差はなく，とくにHb10 ～

12g/dLの範囲の採血可否一致率はともに30％台

と低値であった。これらのことから，Pronto-7

を現行の採血前検査装置に変わるものとして使用

することは，Astrim SUと同様に難しいと判断さ

れた。

表２　採血可否一致率（Astrim SU）

ASTRIM SU（g/dL） 10未満 10〜12未満 12〜14未満 14以上 計
HqHb（g/dL）
　12以上数 3 50 157 76 286
　12未満数 7 30 35 3 75

計 10 80 192 79 361
可否一致率（％） 70.0 37.5 81.8 96.2

文献１より改変引用
　計270人，一致率74.8％（Pronto-7と有意差なし，P＝1.469）

表１　採血可否一致率（Pronto-7）

Pronto-7（g/dL） 10未満 10〜12未満 12〜14未満 14以上 計
HqHb（g/dL）
　12以上数 4 94 208 29 335
　12未満数 6 43 19 2 70

計 10 137 227 31 405
可否一致率（％） 60.0 31.4 91.6 93.5

は採血可否が一致している欄　計286人，一致率70.6％
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